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事業目的・概要

⚫日用品から産業分野まで幅広い用途での利活用が期待されてい

る工業ナノ材料は、その大きさ、形状、表面反応性等のために従

来の物質とは異なる挙動を示す可能性が指摘されています。その

安全性に関しては、国際的にも科学的知見が不足しており、経済

協力開発機構（OECD）内で加盟国の協力の下にリスク評価

手法等の検討が進められています。

⚫ また、化学物質の効率的なリスク評価・管理の観点から、様々な

データ（細胞を用いた試験やコンピュータ予測から得られるものも

含みます。）を統合して有害性を評価する手法体系（IATA）が

世界的に注目されており、OECD内で加盟国の協力の下に検討

が進められています。

⚫ これら分野を我が国が主導していくために、OECD事務局に対して、

これら活動を担当する職員を派遣し、所要の拠出を行います。

成果目標

⚫平成18年度からOECDに拠出しており、工業ナノ材料の安全性プ

ロジェクト、その運営を行う工業ナノ材料作業部会、IATAの検討

プロジェクト等を担当するOECD事務局員を派遣するとともに、プロ

ジェクトに積極的に参画します。

条件（対象者、対象行為、補助率等）

テストガイドライン等の制定・改正

ガイダンス文書や報告書の策定・公表

既存テストガイドライン
等の工業ナノ材料への
適用に関する知見の
集積

評価項目ごとに適切な
試験方法の検討

吸入毒性

水中挙動

遺伝毒性

等

OECD

細胞試験、コンピュータ
予測等の有害性情報
に関する知見の集積

様々なデータを統合して
有害性を評価する手法
体系(IATA)の検討

皮膚感作性

眼刺激性

等

化学品・バイオ技術委員会
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加盟国
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